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（日本における大病院と小病院間の医療ケア関連肺炎の違いについて) 
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審 査 結 果 の 要 旨 
 本研究は、ブレオマイシン誘発肺線維症モデルマウス（BLMマウス）とヒトIPF症例の双
方の気管支肺胞洗浄液（BALF）を用いてショットガン法によるプロテオーム解析を行い、
さらにIPF症例の生検肺組織を用いて免疫組織学的検討を行ったものである。その結果、肺
線維症重症化にComplement C3とSerotransferrinの関与が示唆され、特にComplement C3
の組織における発現低下がIPF患者の予後の悪化に関連することが判明した。本論文の内容
は、難治性肺線維性疾患を含めた分子呼吸器病学の分野で、Complement C3の肺組織におけ
る発現低下を予防することが、IPF患者の予後改善に有用であることを示唆するものであり、
明らかに学術水準を高めたものと認める。 
